
ア
イ
ヌ
の
遺
伝
的
起
源

尾

本

惠

市

アイヌの遺伝的起源

は
じ
め
に

一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
自
然
科
学
と
し
て
の
人
類
学

(自
然
人
類
学
ま
た
は

形
質
人
類
学
)

の
方
法
論
や
研
究
対
象
に
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
た
。
そ
の

一

つ
は
、
遺
伝
学

の
発
展
を
う
け
て
、
人
類

の
起
源
や
進
化

の
研
究
に
分
子
人
類

学
と
い
う
べ
き
新
し
い
分
野
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
個
体

で
は

な
く
分
子

(遺
伝
子
)

に
注
目
し
て
、
人
類

の
起
源
、
進
化
、
多
様
性
な
ど
を

研
究
す
る
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
人
類
学

の
主
要
な
研
究
分
野
は
化
石

人
類
の
系
統
復
元
と
人
種

の
分
類
で
、
い
ず
れ
も
主
と
し
て
形
態
学
に
基
づ

い

て
き
た
。
し
か
し
、

一
九
六
〇
年
代

に
は
、
血
液

タ
ン
パ
ク
質

の
研
究
に
よ

っ

て
、
遺
伝
子
の
情
報
を
個
体
問
ま
た
は
種
間
で
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
人
類

の
系
統
発
生
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
従
来

の
定

説
を
覆
え
す
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

す

な

わ

ち

、

ヒ

ト
と

類

人

猿

の
血

清

ア

ル
ブ

ミ

ン

の
抗

原

性

の
比

較

か

ら

、

次

の
よ

う

な

新

知

見

が

え

ら

れ

た

。

そ

れ

ま

で

シ

ョ
ウ

ジ

ョ
ウ
科

(
ポ

ソ
ギ

デ

ー
)

に
分

類

さ

れ

て

い

た
類

人

猿

の
な

か

で
、

オ

ラ

ン
ウ

ー

タ

ン

で

は

な

く

チ

ン

パ

ン
ジ

ー
と

ゴ

リ

ラ
が

と

く

に

ヒ

ト
と

近

縁

で
、

こ

の
両

者

は

ヒ
ト
科

(
ホ

(
1

)

、・・
ニ
デ

ー
)

に
分

類

す

べ
き

で
あ

る

こ
と

、

ま

た

ヒ

ト

の
分

岐

年

代

は

お

そ

ら

(
2
)

く
五
〇
〇
万
年
前
に
す
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、
形
態

人
類
学
者
や
古
生
物
学
者

の
批
判

に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
研
究

の
進
展

に
よ
っ
て
現
在
で
は

一
般

に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
古
典
的
人
種
分
類
に
は
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
電
気
泳
動
法
と
い
う
簡
単
な
生
化
学
的
手
法

に

よ

っ
て
、

ヒ
ト
の
血
液

タ
ン
パ
ク
質
に
多
数

の
遺
伝
的
多
型
が
発
見
さ
れ
、
ま

た

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に
伴
い
集
団
間
の
遺
伝
距
離
の
算
出
や
系
統
樹

の

作
成
が
容
易
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
人
種
分
類
に
代
わ

っ
て
、
集
団
遺
伝
学
が
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ヒ
ト
の
遺
伝
的
多
様
性
を
理
解
す
る
手
段
と
な

っ
た
。
筆
者
が

一
九
六
六
年
よ

り
行

っ
た
北
海
道

ア
イ
ヌ
の
集
団
遺
伝
学
的
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
分
子
人
類

(
3
)

学
の
形
成
期
に
お
け
る

一
つ
の
試
み
で
あ

っ
た
。
系
統
研
究

の
遺
伝
子
デ
ー
タ

と
し
て
は
、
古
曲
ハ的
遺
伝
標
識
と
呼
ば
れ

る
タ
ン
パ
ク
多
型
や
血
液
型
な
ど
の

対
立
遺
伝
子
頻
度
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
九
八
○
年
代
か
ら
は
ヒ
ト
の
D

N
A
の
直
接
的
分
析
が
始
ま
り
、
制
限
酵
素

に
よ

っ
て
切
断
さ
れ
る
D
N
A
断

片

の
長
さ
の
多
型
、
お
よ
び
塩
基
配
列
自
体
を
集
団
間
で
比
較
で
き
る
よ
う
に

な
り
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
木
村
資
生
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

「分

(4

)

子
進
化

の
中
立
説
」

は
分
子
人
類
学
に
と

っ
て
も
重
要
な
根
拠
と
な

っ
、た
。
な

ぜ
な
ら
、
分
子
人
類
学
で
系
統
関
係
の
解

明
に
用
い
ら
れ
る
遺
伝
子
の
資
料
は

自
然
淘
汰
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
る
と

の
前
提
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
立
説
に

よ

っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
ま
ず
人
種
と
い
う
概
念

に
対
す
る
筆
者

の
考
え
を
述

べ
、

つ

い
で
日
本
人
起
源
論
の
変
遷

に
つ
い
て
概

観
し
た
後
、

ア
イ

ヌ
の
集
団
遺
伝
学

的
な
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
検
討
す
る
。

一
、
古
典
的
人
種
分
類

へ
の
疑
問

こ
こ
で
古
典
的
人
種
分
類
と
は
、
動

物
分
類
学
に
な
ら

っ
て
単

一
種

ヒ
ト

(
ホ
モ

・
サ
ピ

エ
ソ
ス
)

の
な
か
に
亜
種

ま
た
は
地
理
的
品
種
を
分
類
し
よ
う

と
す
る
試

み
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
基
礎

は
、

一
九
世
紀
初
頭

の
ブ

ル
ー
メ
ン

バ

ッ
ハ
に
よ
る
五
人
種

の
分
類

で
あ
る
。

か
れ
は
、
皮
膚
色
、
毛
髪
形
、
鼻
形

な

ど

に

よ

っ
て
、

コ
ー

カ

サ

ス
人

種

、

エ
チ

オ

ピ

ア
人

種

、

モ

ソ
ゴ

リ

ア
人

種

、

(
5

)

マ
レ
ー
人
種
、
ア
メ
リ
カ
人
種
を
区
分
し
た
。
そ
の
後
、
白
色
人
種
、
黒
色
人

種
、
黄
色
人
種
の
三
人
種

か
ら
数
十
人
種
を
認
め
る
も
の
ま
で
、
実
に
様
々
な

(6

)

人

種

分

類

が

提

唱

さ

れ

た

。

最

近

ま

で
人

類

学

で
比

較

的

広

く

用

い
ら

れ

た

区

分

は
、

ブ

ル

ー

メ

ソ
バ

ッ

ハ
の
地

理

的

区

分

を

基

礎

と

す

る

コ
ー

カ

ソ
イ

ド

、

ネ

グ

ロ
イ

ド

、

モ

ン
ゴ

ロ
イ

ド

の
三

大

人

種

ま

た

は
、

こ

れ

に

オ

ー

ス
ト

ラ

ロ

(7
)

イ
ド
を
加
え
て
四
大
人
種
と
す
る
区
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
古
典
的
人
種
分
類

に
は
、
現
代
生
物
学
か
ら
見
れ
ぽ
次

の
よ
う

な
根
本
的
な
問
題
点
が
あ

っ
た
。
第

一
に
、
人
種
分
類

の
発
想
は
、
伝
統
的
な

(8

)

分
類
学

の
基
本
で
あ
る
類
形
学
的
な
種

の
概
念

に
基
づ
く
も
の
で
、
生
物

の
個

体
変
異
お
よ
び
地
理
的
変
異
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
時
代

の
産
物
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在

の
人
種

は
祖
先
で
あ
る
い
く
つ
か
の

「純
粋
人
種
」

に
由
来
し
、
個
体
変
異
は
混
血

に
よ

っ
て
生
じ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
代

の
生
物
学
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
野
生
生
物

は
固
有

の
個
体
変
異
を
も
ち
、

一

部

の
外
観
的

・
形
態
的
な
特
徴
と
は
無
関
係

に
集
団
内
部
に
高

い
遺
伝
的
変
異

を
保
有
し
て
い
る
。
純
系

の
実
験
生
物
を
除
け
ば
遺
伝
的
に
純
粋
な
集
団
な
ど

は
な
い
。

第
二
に
、
人
種
分
類
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
ご
く
少
数

の

「
人
種
表
徴
」

で
、

す
べ
て
形
態
や
色
な
ど

の
外
観
的
な
特
徴

で
あ

っ
た
。
皮
膚
色
、
毛
髪
形
、
鼻

形
、
身
長
、
頭
形
な
ど
が

こ
れ
で
、

い
ず
れ
も
地
理
的
多
形

(ポ
リ
タ
イ
ピ
ズ

ム
)
を
示
す
形
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
、
形
質

の
示
す
個
体
変
異
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アイヌの遺伝的起源

が
ど
こ
ま
で
遺
伝
的
で
あ
る
か
が
疑
問

の
も
の

(身
長
、
頭
形
)
と
、
自
然
環

境
要
因
に
対
す
る
適
応
の
結
果
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の

(皮
膚
色
、
毛
髪

形
、
鼻
形
)
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
を
用

い
た
と
し
て
も
、
結
果
は
単
な
る
形
式

的
な
分
類
で
あ
り
、
集
団
の
系
統
関
係
を
反
映
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
も

っ
と

も
よ
い
例

は
皮
膚
色

で
あ
る
。
古
典
的
人
種
分
類
で
は
、

ア
フ
リ
カ
人
と

ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア
人
と
は
濃

い
皮
膚
色
に
よ

っ
て
ネ
グ

ロ
イ
ド
と
い
う
同
じ
人
種

に
区

(
6

)

分
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
日

の
遺
伝
学
的
な
知
識
で
は
、
両
者

は

系
統
的

に
は
遠
い
関
係

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

周
知

の
よ
う
に
、
皮
膚
色
は
皮
膚

の
表
皮
下
層

に
分
布
す
る
メ
ラ

ニ
ン
色
素

細
胞

の
量

の
み
に
よ

っ
て
決
ま
る
。

メ
ラ

ニ
ン
色
素

は
、
太
陽
光
線
中

の
紫
外

線

に
対
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
量
は
紫
外
線

の
量
に
適
応

し
て
進
化

の
過
程
で
遺
伝
的
に
決
定
さ
れ

て
い
る
。
熱
帯
地
域

で
皮
膚
色
が
濃

い
の
は
そ
の
た
め
で
、
系
統
的
に
近
縁

で
あ
る
た
め
で
は
な

い
。
系
統
的
に
互

い
に
近
縁
と
考
え
ら
れ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
北
ア
フ
リ
カ
人
、
北
イ
ン
ド
人
な

ど
の
間
に
甚
だ
し
い
皮
膚
色

の
相
違
が
あ

る
こ
と
も
適
応
的
進
化

に
よ

っ
て
説

明
さ
れ
る
。
白
人
、
黒
人
、
黄
人
と
い
う
区
分
は
、
古
典
的
人
種
分
類
の
誤
り

を
端
的
に
示
す
も
の
で
、
科
学
的
に
は
用

い
る
べ
き
で
は
な
い
。

第
三
に
、
そ
も
そ
も
人
種
を
分
類
す
る
た
め
の
基
準
が
な
い
こ
と
は
、
古
典

的
人
種
分
類

の
矛
盾
を
示
す
。
種
は
遺
伝
的
な
閉
鎖
系
と
生
物
学
的
に
規
定
し

う
る
が
、
動
物
分
類
学
で
は
種
と
亜
種
の
区
別
が
困
難
で
あ

る
よ
う
な
例
が
少

(
8
)

な
く
な
い
。
ま
し
て
や
、
亜
種
や
地
理
的
品
種
な
ど
の
種
内
部
の
集
団

の
分
類

は
、
研
究
者

の
任
意
の
判
断

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
亜
種

は
、
他

の
亜
種
と
同
所
的

に
共
存
せ
ず
、
ま
た
こ
れ
と
形
態
的

に
重
複
個
体
が
見
ら
れ

な

い
ほ
ど
に
異
な

っ
て
い
る
も

の
と
規
定
さ
れ
る
。
亜
種

の
成
因
は
主
と
し
て

地
理
的
隔
離
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他

の
動
物

に
比
べ
て
極
端
に
移
動
性

の
高

い
ヒ
ト
の
場
合
、
大
発
見
時
代
以
後

は
い
う
に
及
ば
ず
、
先
史
時
代
で
す
ら
地

理
的
隔
離

は
た
え
ず
破
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
史
考
古
学

の
示
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。
従

っ
て
、

ヒ
ト
の
亜
種
を
厳
密

に
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
亜
種
以
下

の
分
類
単
位
を
認
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
よ

っ
て
、
古
典
的
な
人
種
概
念
は
破
綻
を
き
た
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
人
種
と

い
う
概
念
は
定
義
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ

り
、
学
問
上
無
効
と
考
え
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
、
亜
種
の
分
類

の
不
確
実
性

お
よ
び

ヒ
ト
と
い
う
対
象

の
特
殊
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
物
の
地
理

的
多
様
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
様
々
な

分
類
単
位

の
形
式
的
分
類
が
目
的
化
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
と
く
に
、

亜
種
な
ど

の
種
内
集
団

の
分
類
に
は
生
物
学
的
な
根
拠
が
少
な
く
、
研
究
者

の

任
意
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
然
科
学

の
条
件
で
あ
る
実
証
性
と

い
う
点
で
疑
問
が
あ
る
。

対
象

の
特
殊
性

に
つ
い
て
は
、
生
物
と
し
て
の
ヒ
ト
の
特
異
性
と
、
対
象
が

わ
れ
わ
れ
自
身
で
あ

る
と
い
う
人
類
学

の
特
殊
性
と
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
生
物
と
し
て
の
ヒ
ト
の
特
異
性
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
文
化
と

い
う
非
遺

伝
性

の
適
応
能
力
を
著
し
く
発
達
さ
せ
た
点

に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
種
を
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定
義

し
よ
う
と
す

る
と
き
に
大
き
な
問
題
点
を
提
起
す
る
。
人
種

は
ヒ
ト
の

「自
然
群
」
な

の
か
、
単
に

「
分
類
さ
れ

た
群
」
な

の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

他

の
動
物
種
の
場
合
、

こ
の
違

い
は
さ
ほ
ど
問
題
に
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
ヒ

ト
の
場
合

に
は
生
物
学
的
な

「人
種
」
と
文
化

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る

「民

族
」
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
歴
史
的

に
は
、
こ
の
両
者

は
も
と
も
と
区
別

さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
が
、
前
述

の
ブ

ル
ー
メ
ン
バ

ッ
ハ
に
よ

っ
て
は
じ
め
て

峻
別
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
人
種
と
民
族

の
区
別
は
、
肉
体
と
精
神
と
い
う
二

元
論

に
立

っ
た
考
え
で
、
古
典
的
な
人
類
学

で
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
人
類

の
進
化
に
お
け
る
脳
容
量

の
急
激
な
増
大
と
い
う

現
象

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
物
体
と
文
化
と
が
相
互

に
関
連
し
あ
う
人
類
進

(
9

)
(
10

)

化

の
特
異
性

に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
他

の
動
物
種

の
繁
殖
集
団
に
相
当
す
る

ヒ
ト
の
自
然
群
は
人
種
で
は
な
く
、
む
し
ろ
言
語
な
ど

の
文
化
を
共
有
す
る
民

族
、
よ
り
正
確

に
は
民
族
的
集
団
で
あ
る
。
も
し
人
種
が
生
物
学
的
な
特
徴

の

み
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
群

で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
然
群
と
は
い
い
が
た
い
。

単

に
人
種
が
形
式
的
な
区
分
で
あ
る
な
ら
、
何

の
た
め
に
そ

の
よ
う
な
区
分
が

必
要
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

一
方
、
人
類
学
の
研
究
対
象
は
わ
れ
わ
れ
自
身
が
属
す
る
ヒ
ト
の
集
団
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
地
理
的
分
布
、
文
化

の
共
通
性
お
よ
び
帰
属
意
識

に
よ
っ
て
結

(
11

)

ば
れ
る
個
人
の
集
合
体

で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
個
人
は
、
歴
史
や
経
済
、

社
会

の
諸
相
を
反
映
す
る
価
値
観
を
も
ち
、
身
体
的
な
特
徴
を
も
含
め
て
個
人

差
や
集
団
差
に
鋭
敏

に
反
応
す
る
。

い
わ
ゆ
る
人
種
差
別
主
義

は
、
そ
の
よ
う

な

ヒ
ト
個
人
の
性
質

に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
が
、
古
典
的
人
種
分
類
を
う
ん

(
12
V

だ
学
問
的
背
景
と

の
関
連
性
も
見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、
人
種
差
別
主
義
を
積
極

的
に
押
し
進

め
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
で
、

一
部
の
人
類
学
者
の
果
た
し
た

(13

)

不
幸
な
役
割
に
つ
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
人
類
学
が
人
類
全
体

の
た
め

の
科
学

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
な
ら
、
こ
の
こ
と
を
反
省
し
、
人
種
分
類
な

い
し
人
種
と
い
う

「学
問
的
」
概
念
自
体
を
否
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
物

の
分
類
と
命
名

は
多
様
性
を
理
解
す
る
た
め
の
出
発
点
と
し
て
必
要
な

手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
が
標
本

に
ラ
ベ
ル
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
単
な
る
形
式
分
類
に
と
ど
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
進
化
や
生
態
な
ど

の
理
解

の
た
め
に
自
然
群
を
認
識
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
学
問
内
容
に
基
本
的

な
差
異
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

ヒ
ト
の
場
合
、
他
の
動
物
と
決
定
的

に
異
な
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
動
物
分
類
学
上
の
規
約

に
従

っ
て
模
式

(タ
イ

プ
)
標
本
を
指
定
し
て
博
物
館
等
に
保
管
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

ヒ
ト
の
地
理
的
多
様
性
が
な
い
と
か
、
そ
の
研
究

が
無
意
味
で
あ

る
と
い

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
動
物

の
な
か
で
、

ヒ
ト
は
例
外
的

に
広
い
地
理
的
分
布
を
も
ち
、
多
様
な
自
然
環
境

に
対
す
る
適

応

に
よ
っ
て
様

々
な
地
理
的
変
異
を
保
持

し
て
い
る
。
こ
の
地
理
的
多
様
性

の

研
究
は
、

ヒ
ト
の
起
源
や
特
異
性

の
研
究
と
な
ら
ん
で
人
類
学

の
主
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
上
、
生
物
進
化

の
研
究

に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
現
代

の
人
類
学
は
、
人
種
分
類

に
代
わ
る
地
理
的
多
様
性
研
究
の
方
法
論
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を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
は
、
分
類
を
目
的
と
し
な
い
系
統
研
究

で
あ

り
、

い
ま

一
つ
は
適
応

の
研
究
で
あ
ろ
う
。
筆
者

の
専
門
と
す
る
分
子
人
類
学

は
前
者

に
属
す
る
が
、
形
態
や
行
動
、
生
態
な
ど
の
研
究
が
後
者

に
と

っ
て
重

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

二
、
日
本
人
起
源
論

寺
田
和
夫

に
よ
れ
ば
、
日
本

の
人
類
学

は
明
治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)

に
エ

ド

ワ
ー
ド

・
S

・
モ
ー
ス
が
大
森
貝
塚

を
発
掘

し
た
と
き
に
始
ま
る
と
い
わ

(
14

)

れ

る
。

し

か

し

、

そ

の
約

五

〇

年

前

の
文

政

六
年

(
一
八

二

三

)

に
来

日

し

た

フ

ィ
リ

ツ
.フ

・
フ
ラ

ソ

ツ

・
フ

ォ

ン

・
シ

ー

ボ

ル

ト

は
、

す

で

に
日

本

人

の
起

源

論

を

展

開

し

、

石

器
時

代

人

(縄

紋

人

)

は

ア
イ

ヌ
で
あ

る

と

い
う

説

を

唱

(
14

)
(
15
)

え
て
い
る
。
以
後
、
様
々
な
日
本
人
起
源
論
ぶ

だ
さ
れ
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ

ら
を
次

の
四
期
に
わ
け
て
考
察
す
る
。

第

一
期
は
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
前
期
で
、
小
金
井
良
精

の
ア
イ
ヌ
説
と

坪
井
正
五
郎
の

コ
ロ
ポ

ッ
ク
ル
説
と
が
対
立
す
る
。
第
二
期
は
大
正
時
代
後
期

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
昭
和
時
代

で
、
原
日
本
人
説
が
登
場
し
、

長
谷
部
言
人
の
変
形
説
と
清
野
謙
次

の
混
血
説
と
が
対
立
す

る
。
第
三
期
は
昭

和
四
〇
年

(
一
九
六
五
)
頃
ま
で
で
、
人
骨

の
研
究
が
進
展
し
、
鈴
木
尚

の
変

形
説

に
対
し
て
金
関
丈
夫

の
混
血
説
が
だ

さ
れ
る
。
第
四
期
は
現
在
で
、
遺
伝

学
や

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
利
用
に
よ

っ
て
日
本
人
起
源
論
が
新
時
代
を
迎
え
る
。

(
15

)
(
16

)

埴
原
和
郎

の

「
二
重
構
造
説
」
は
、

こ
の
期

の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
諸
説

に
つ
い
て
は
、
上
述
の
寺
田
お
よ
び
埴
原

の
各
論
考
に
詳

細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点

の
み
記
し
て
お
く
。

初
期

の
日
本
人
起
源
論
は
、
人
種
交
替
説
と
呼
び
う
る
も
の
で
、
「石
器
時

代
人
」
を
現
代
日
本
人
と
は
別
の
人
種

で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
こ
で
石
器
時
代

人
と
は
、
現
在
で
い
え
ぽ
、
ほ
ぼ
縄
紋
人
、
ま
た
現
代
日
本
人
は
本
土
日
本
人

(和
人
)
の
意
味
で
あ

る
。
坪
井

の
コ
ロ
ポ

ッ
ク
ル
を
除
け
ぽ
、
石
器
時
代
人

は
ア
イ
ヌ
で
、
現
代
日
本
人
は
後

の
渡
来
集
団
が
人
種
の
交
替
を
行

っ
た
も

の

で
あ
る
と
の
考
え
が
主
流

で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治

一

六
年

(
一
八
八
三
)
に

エ
ル
ウ
ィ
ソ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
は
混
合
人
種
説
を
提

唱
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
石
器
時
代
人
は
日
本

の
固
有

の
人
種

で
あ

る
と

の

「原
日
本
人
説
」
が
登
場
す
る
。
そ
の
中
で
、
石
器
時
代
人
と
現
代
日
本
人
と

の
間
に
み
ら
れ
る
著
し
い
形
態
的
相
違
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
に
よ

っ

て
、
変
形
説
と
混
血
説
と
が
わ
か
れ
た
。
長
谷
部
は
、
文
化

(生
活
様
式
)

の

変
化
に
よ

っ
て
、
ま
た
清
野
は
混
血

に
よ

っ
て
形
態
的
な
変
化
が
生
じ
た
と
考

え
た
。
そ
の
後
、
よ
り
多
く
の
人
骨
資
料
に
基
づ
き
、
鈴
木
は
変
形
説
を
、
ま

た
金
関
は
混
血
説
を
発
展
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
説
は
、
古
典
的
人
種
分
類
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期

の
も
の
で
、

遺
伝
学
に
基
づ
く
進
化
や
変
異

の
概
念
を
欠
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
長
谷
部

は
生
活
様
式

の
変
化

に
伴
う
形
態

の
変
化
を

「小
進
化
」
と
呼
ん
だ
が
、
現
代

で
は
こ
の
よ
う
な
現
象
は
進
化
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
人
と

い
う
用
語
は

「
日
本
人
種
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
「
ア
イ

ヌ
人
種
」
と
の
区
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別
が
強
調
さ
れ
る
他

に
は
、
日
本
人
と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
意
識
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
人
類
学
と
し
て
は
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る

ま
し
カ

い
う
ま
で
も
な
く
、
法
律
的
に
は
日
本
人
は
日
本
国
民

の
意
味

で
あ
る
。
ま

た
歴
史
学

で
も
、
日
本
人
は
日
本
国
ま
た
は
大
和
政
権
の
成
立
以
後
に
は
じ
め

て
存
在
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
場
合
、
弥
生
時
代
や
縄
紋
時
代

の

人
、
ま
た
ア
イ

ヌ
や
琉
球
人
は
日
本
人
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
考
古
学
で
は
、

こ
れ
ら

の
す
べ
て
は
日
本
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
ま
た
、
民
族
学

で
は
、
日
本

人
は
日
本

の
民
族
を
指
し
、
い
わ
ゆ
る
大
和
民
族

の
他
に
ア
イ
ヌ
民
族
や
琉
球

民
族
が
認
め
ら
れ
る
。

で
は
、
日
本

の
他

の
少
数
民
族
で
あ
る
中
国
や
朝
鮮
半

島

か
ら

の
移
住
者

の
集
団
も
日
本
人
に
含

め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
代

の
人
類

学
で
は
、
日
本
人
と
は

「日
本
列
島

の
ヒ
ト
」
、
厳
密

に
は
、
日
本
列
島

に
固

有

の
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
の
集
団

の
意
味

に
と
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
問
分
野
に
よ
る
用
語
の
意
味

の
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

こ
と
は
、
日
本
人
論

の
前
提
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
従
来
の
日
本
人
起
源
論
で
は
ア
イ
ヌ
は
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
初
期

(上
述

の
第

一
期
)
に
は
、
日
本

の
石
器
時
代

人
は
ア
イ
ヌ
で
あ

っ
た
と
の
推
測
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

(第

二
、
三
期
)

は
、
原
日
本
人
説

の
登
場
に
よ
っ
て
、
日
本
人

の
形
成
に
ア
イ
ヌ
は
あ
ま
り
寄

与
し
て
い
な
い
と

の
考
え
が
主
流
と
な
る
。
古
典
的
人
種
分
類

で
は
、

ア
イ
ヌ

は
謎

の
人
種
と
さ
れ
、
そ
の
帰
属

に
つ
い
て
も
多
数
の
説
が
唱
え
ら
れ
た
。
児

玉

作

左

衛

門

に

よ
れ

ば

、

そ

れ

ら

は

大

別

す

れ

ば

、

(
1
)

「
モ

ソ
ゴ

ロ
イ

ド

」

説

、

(
2

)

「
コ
ー

カ

ソ
イ

ド

」

説

、

(
3
)

「
オ

セ

ア

ニ

ア
人

種

」

説

、

(
4

)

(
17
)

「古

ア
ジ
ア
族
」
説
、
お
よ
び

(5
)
「人
種
孤
島
」
説
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の

う
ち
、
児
玉
自
身
を
含
み
も

っ
と
も
支
持
者
が
多
か

っ
た
の
は
、

コ
ー
カ
ソ
イ

ド
説
、
俗

に
い
う
ア
イ
ヌ
白
人
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
の
彫
り
の
深

い

顔
、
多
毛
性
、
波
状
毛

へ
の
傾
向
な
ど
の
外
観
的
な
特
徴
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
類
似
す
る
と
の
印
象

に
基
づ
く
。
た
と
え
ば
、
あ

る
有
名
な
人
種
学
の
教
科

(
6

)

書

で
は
、

ア
イ

ヌ
の
説
明
に
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
写
真
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

前
述

の
様
々
な
日
本
人
起
源
論

の
な
か
で
、

ア
イ
ヌ
を
重
視
し
た
の
は
小
金

井

で
あ
る
。
彼
は
、
日
本

の
石
器
時
代
人

(縄
紋
人
)
と
ア
イ
ヌ
の
人
骨

の
比

較

か
ら
、
両
者
の
間
に
は
類
縁
性
が
あ
る
と
考
え
た
が
、

一
方

で
ア
イ

ヌ
を
世

(
18
)

界

の
他

の
集
団
と
は
異
な
る

「人
種
孤
島
」
で
あ
る
と
表
現
し
た
。
こ
の
考
え

(
19

)

は

、

現

代

で

は

山

口
敏

に
よ

っ
て
引

き

継

が

れ

て

い

る

よ
う

で

あ

る
。

ま

た

、

エ
ル

ウ

ィ

ン

・
フ

ォ

ン

・
ベ

ル

ツ
は

、

日

本

人

(本

土

日

本

人

)

に

は

「
薩

摩

タ
イ

プ

」

と

「
長

州

タ

イ

プ

」

が

あ

り

、

こ
れ

は

二

つ
の
人

種

系

統

の
混

合

し

た

結

果

で
あ

る

と

考

え

た

。

ま

た
、

か

れ

は
、

ア
イ

ヌ

・
琉

球

同

系

論

を
唱

え

(
20
)

て
い
る
。
ベ
ル
ツ
の
説
は
、
当
時

の
類
型
学
的
人
種
分
類

の
典
型
で
あ

っ
た
と

は
い
え
、
そ
の
後

の
日
本
人
起
源
論

に
か
な
り
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え

ら
れ
る
。
埴
原
の
二
重
構
造
説
も
、
あ
る
意
味
で
は
ベ
ル
ツ
説

の
現
代
版
で
あ

る
と
も

い
え
よ
う
。

(
21
)

筆
者
は
、
埴
原

の
説
を
便
宜
上
次

の
二
つ
の
部
分

に
分
け
て
検
討
し
た
。
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アイヌの遺伝的起源

(
一
)、
日
本
人

の
形
成

に
は
、
大
き
く

二
つ
の
異
な
る
系
統

の
集
団
が
関
与

し
て
い
る
。
第

一
は
、
後
期
旧
石
器
時
代

人
と
し
て
日
本
列
島
に
分
布

し
縄
紋

人
を
う
ん
だ
集
団
で
、
い
わ
ゆ
る
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
に
属
す
る
。
第

二
は
、
弥

生
時
代
以
降

の
渡
来
系
集
団
で
、
い
わ
ゆ
る
新

モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド
に
属
す
る
。
こ

こ
で
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
と
は
、
彫
り

の
深

い
顔
面
部

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
ア
ジ
ア
系

の
集
団
、
新

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
は

「平
顔
」
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
寒

(
22

)

冷
適
応
形
態
を
示
す
ア
ジ
ア
系

の
集
団

で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、
西
日
本
か
ら

混
血
を
開
始
し
た
が
、
渡
来
系
集
団

の
遺

伝
子
を
も

っ
と
も
多
く
ひ
き

つ
い
だ

の
が
本
土
日
本
人
で
、
ア
イ
ヌ
お
よ
び
琉

球
人
は
縄
紋
系
の
遺
伝
子
を
多
く
保

持
し
て
い
る
。

(
二
)、
原

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
は
東
南

ア
ジ

ア
に
、
ま
た
新

モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド
は
北

方

ア
ジ
ア
に
由
来
す
る
。

埴
原

の
二
重
構
造
説
は
、
従
来

の
様
々
な
日
本
人
起
源
論
と
比

べ
て
次

の
点

で
す
ぐ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず

、
従
来
と
か
く
定
性
的
、
直
感
的

に

扱
わ
れ
て
い
た
人
骨
計
測
値
な
ど

の
資
料

を
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
各
種

の
多
変
量
統
計
解
析
を
用
い
て
定
量
的
、
客
観
的

に
分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第

二
に
、
渡
来
民
の
人
数
が
予
想
以
上

に
多
か

っ
た
可
能
性

に
つ
い
て
の
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー

・
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
・
ソ
に
よ

る
研
究
を
あ
ら
か
じ
め
行

っ
た
こ
と

(
23

)

で
あ
る
。
第
三
に
、
従
来

の
諸
説

の
み
な
ら
ず
、
最
近
の
分
子
人
類
学
や
動
物

遺
伝
学
、
ウ
イ
ル
ス
学
な
ど
の
成
果
を
も
検
討
し
、
あ
る
程
度

の
整
合
性
を
見

て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
説
は
反
証
可
能

な
仮
説

の
形
を
な
し
て
お
り
、
今
後

の
日
本
人
起
源
論

の
出
発
点
と
し
て
の
価
値
が
高
い
。

し
か
し
、
筆
者

は
、
こ
の
仮
説
が
考
古
学
者
や
民
族
学
者
の
意
見
と
食

い
違

い
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
。
た
と
え
ぽ
、
佐
原
真

に
よ
れ
ば
、

日
本

の
後
期
旧
石
器
時
代
や
縄
紋
時
代

の
文
化
は
、
住
居
や
石
器
、
土
器
な
ど

の
形
式
に
関
し
て
、
北

ア
ジ
ア
と
の
高

い
類
似
性
を
示
し
、
埴
原

の
い
う
よ
う

(
24
)

に
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
の
東
南

ア
ジ
ア
起
源
説
と
は
相

い
れ
な
い
。
ま
た
、
佐
々

木
高
明
は
、
生
態
学
的

・
民
族
学
的
観
点
か
ら
、
や
は
り
縄
紋
時
代
人
の
北
方

(
25

V

と
の
親
近
性
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
、
埴
原
は
、
文
化
は
直
ち
に
ヒ
ト
の
証
拠

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
ま
た
、

ル
ー
ッ
と
ル
ー
ト
と
は
違
う
と
し
て
南
方
系

の
原
モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド
が

「北
回
り
」
で
渡
来
し
た
可
能
性
も
あ
る
、
と
反
論
し

(
15

)

て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
最
近
、
「中
立
的
」
と
考
え
ら
れ
る
多
数

の
遺
伝

子
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
最
新

の
統
計
的
方
法
に
よ
る
遺
伝
距
離
お
よ
び
系
統
樹

の
分
析
を
行

い
、
日
本
人
を
含
む
東

ア
ジ
ア
お
よ
び
太
平
洋

の
集
団
の
遺
伝
的

系
統
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
ま
た
、

ア
イ

ヌ
の
起
源
に
つ
い
て
も
、
異
な
る

混
血
率
を
仮
定
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

埴
原
の
仮
説

の
う
ち
、
二
重
構
造

の
存
在
に
関
す
る
部
分
は
支
持

で
き
る
が
、

原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
が
東
南

ア
ジ
ア
起
源
で
あ
る
と
の
部
分
は
否
定
さ
れ
る
、
と

(
21

)
(
26

)

い
う
結
果
を
え
た
。

以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
述

べ
、
ア
イ
ヌ
の
遺
伝
的
位
置
付
け
に
関
す
る
現
在

の

筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
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三
、

ア
イ

ヌ
の
遺
伝
的
起
源

前
述

の
よ
う

に
、
古
典
的
人
種
分
類
で
は
ア
イ

ヌ
の
位
置

に
つ
い
て
の
諸
説

が

一
致
せ
ず
、
も

っ
と
も
広
く
信
じ
ら
れ
た
の
は

「
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
人
種
」
説

で
あ

っ
た
。

一
九
六
六
年
か
ら
数
年
間
、
国
際
生
物
学
事
業

の
も
と
で
文
部
省

科
学
研
究
費
補
助
金

に
よ
る
日
本
人
の
遺
伝
的
特
性

の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
中

で
筆
者
は
、
共
同
研
究
者

の
三
沢
章
吾
ら
と
と
も
に
行

っ
た
北
海
道
日
高

地
方

に
お
け
る
野
外
調
査
に
よ

っ
て
、
ア
イ
ヌ
系
住
民
約
五
〇
〇
名
に
つ
い
て

図1(a)16種 類 の遺伝 的多型 の データに基 づ くアイ ヌと他 の集 団

との 間 の遺 伝 距 離。 キ ャ ヴ ァ リ ・ス フ ォル ツ ァ とエ ドワ ーズ

(1967)の 遺伝距 離を使用。 中央 のア イヌは、混血 率 に よるデータ
の補正 を行 った仮 説的祖先集団 に相 当す る(文 献3)。

(b>上 記 の遺伝 距離に基づ くアイ ヌと8集 団 との系統 的類 縁図。
アイヌは上記 の仮 説的祖先集団。下 のス ケー一ルは、遺伝子 の相違 を

示す相対 的数値(文 献3)。

種
々
の
遺
伝
的
多
型

(個
人
差
を
示
す
遺
伝
子
標
識
)
を
研
究
す
る
こ
と
が

で

き
た
。
ま
ず
気
付

い
た
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る

コ
ー
カ
ソ
イ
ド
の
標
識
遺
伝
子
が

ア
イ
ヌ
に
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
標
識
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
た

(
27

)

こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
当
時
キ

ャ
ヴ

ァ
リ

・
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
に
よ

っ
て
開

発
さ
れ
た
ば
か
り
の
遺
伝
距
離
と
系
統
樹

の
計
算
法
を
用

い
、

一
六
種
類

の
遺

(3

)

 伝
子
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
を
行

っ
た

(図
1
)。

こ
の
よ
う
な
集
団
遺
伝
学
的
方
法
の
利
点

の
一
つ
は
、
デ
ー
タ
を
混
血
率

に

よ
っ
て
補
正
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

は
、
家
系
調
査
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等
に
よ

っ
て
、
検
査
さ
れ
た
ア
イ

ヌ
集
団

の
混
血
率
を
約
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

推
定
し
た
。
図
1
の

「祖
先

ア
イ

ヌ
」
と
は
、
補
正
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
仮

説
的
集
団
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
イ

ヌ
は
明
ら
か
に
い
わ
ゆ
る
モ
ソ
ゴ
ロ
イ

ド
に
属
し
、

コ
ー
カ
ソ
イ
ド
と
の
類
縁
性

は
低

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、

同
じ
調
査

に
参
加
し
た
埴
原
は
、
歯

の
形
態

に
お
い
て
も

ア
イ

ヌ
が

モ
ン
ゴ
ロ

イ
ド
的

で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
が
、
こ
れ
が
後
に
二
重
構
造
説
を
た
て
る
出

(
15

)

発
点
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
混
血
率
に
基
づ
く
ア
イ
ヌ
の
遺
伝
的
起
源
の
シ

ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
は
後

に
述
べ
る
。

次
に
、
筆
者
は
、
日
本
の
地
域
的
集
団
間

の
遺
伝
的
差
異
を
検
討
す
る
た
め
、

AINU

一RYUKYU

TOHOKU

-KANSAI

-KANTO

KINKI

KYUSHU

図28種 類 の赤血球酵素の遺伝的多型 のデー タに基づ く日本

の地域 集団の系統的類縁図(文 献28)。

Ainu

ii

O.001

Hondo
KoreanJapanese

/
Bootstrapprobability=85

Ryukyuan

図325種 類 の遺伝 子の デー タに基 づ く日本 人 の3集 団 と コ

リア ンとの系統関係 の推定。数字 はプー ッス トラ ップ確率 を示

す(文 献21)。

八
種
類
の
血
液
酵
素
の
遺
伝
的
多
型
を
デ
ー
タ
と
し
て
遺
伝
距
離
分
析
を
行

(28

)

っ
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
日
本
人
に
は
二
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

(集
団
群
)
、
す

な
わ
ち

ア
イ

ヌ
お
よ
び
琉
球
人

の
群
と
本
土
日
本
人

の
群
と
が
区
別
さ
れ
る

(図
2
)。

こ
れ
は
、
埴
原
の
仮
説

の
上
述

の
第

一
部
分
を
支
持
す
る
結
果

で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
予
備
的
な
研
究

で
は
、
遺
伝
子
の
数
は
八
個
と
少
な
く
、

遺
伝
距
離

の
計
算
に
も
古
典
的
な
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。

ア
イ
ヌ
と
琉
球
人

の
間
に
系
統
的
な
類
縁
関
係
が
あ
り
、
両
者
は
本
土
日
本

人
と
は
異
な
る
と
す
る
考
え
は
、
前
述
の
よ
う
に
す
で
に
古
く
ベ
ル
ツ
に
よ

っ

て
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ぽ
耳
垢
型
や
R
h
血
液
型

の
対
立
遺

(
29

)

伝
子

の
分
布
に
よ

っ
て
も
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
形
質

に
よ

っ
て
は
、

ア
イ

ヌ
と
琉
球
人
と
で
大
き
な
差
異
を
示
す
も

の
も
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
百
々
幸
雄

は
、
頭
骨
の
形
態
小
変
異
と
呼
ぼ
れ
る
非
計
測
的
形
質
を
用
い
た
研
究

で
、
両

(
30
)

者
の
間

に
は
類
縁
関
係

は
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
秀
雄
に

よ
れ
ぽ
、
血
清
ガ
ン
マ
・
グ

ロ
ブ
リ
ン

(G

m
)
の
多
型
で
は
日
本
人

の
地
域

(
31

)

的
集
団
問

に
大
き
な
差
異
は
な
い
と
い
う
。
従

っ
て
、
ア
イ
ヌ
と
琉
球
人
の
系

統
的
関
係

に
つ
い
て
は
、
よ
り
大
き
な
資
料

に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
。

最
近
筆
者
は
、
二
五
種
類
の
遺
伝
的
多
型

(血
液
型
八
種
、
タ
ン
パ
ク
型
十

三
種
、
耳
垢
型
、
色
覚
型
お
よ
び
そ
の
他

の
多
型
)
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
、

ア

イ

ヌ
、
琉
球
人
、
本
土
日
本
人
お
よ
び

コ
リ
ア
ン
の
四
集
団

の
系
統
的
類
縁
関

(
21

)

係
を
統
計
的
に
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
遺
伝
距
離
の
算
出
法
、
系
統
樹

の
作
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成
法
、
系
統
樹

の
再
現
性
に
つ
い
て
最
近
開
発
さ
れ
た
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。

結
果
は
、

ア
イ
ヌ
と
琉
球
人
と
は

一
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
な
し
、

コ
リ
ア
ソ
と

本
土
日
本
人

の
ク
ラ
ス
タ
ー
と
の
間
に
高

い
確
率
で
差
異
が
見
ら
れ
る
と
い
う

も

の
で
あ

っ
た

(図
3
)
。
な
お
、
こ
こ
で
八
五
パ
ー
セ
ソ
ト
と
い
う
確
率
は
、

(
32
)

ブ

ー
ッ
ス
ト
ラ

ッ
プ
法
と
い
う
、
系
統
樹

の
再
現
性
を
統
計
的
に
示
す
方
法
に

よ

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
、

ア
イ

ヌ
と
琉
球

人
と

の
間

に
系
統
的
に
類
縁
関
係
が

存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
土
日
本
人
は
コ
リ
ア
ソ
に
近
縁
で

あ

る
と
い
う
結
果
は
、
埴
原

の
仮
説

の
第

一
部
分
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
埴
原
の
仮
説

の
第

二
の
部
分
、
す
な
わ
ち
原
日
本
人
な
い
し
原

モ
ン

ゴ
ロ
イ
ド
が
東
南

ア
ジ
ア
起
源
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
検
討
さ
れ
た
。
図
4
は
、

二
十
三
個

の
遺
伝
子

の
資
料
を
用

い
て
世
界

の
二
五
集
団

の
民
族
集
団

の
間
の

(
26
)

系
統
関
係
を
求
め
た
樹
状
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
貌
に
関
す
る
説
明

は
省
略
し
、
ア
イ

ヌ
の
位
置

に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
の
み
述

べ
る
。
ア
ジ

ア

・
太
平
洋

の
集
団
は
、
北
と
南

の
二
群

に
大
別
さ
れ
、

ア
イ

ヌ
は
本
土
日
本

人
、

コ
リ
ア
ソ
、

モ
ソ
ゴ
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
共
に
北
の
集
団
群

に
含
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
が
ア
イ
ヌ
の
本
土
日
本
人
と

の
混
血
に
影
響
さ
れ
て
い
る

か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
、
.系
統
樹
上

で

一
種

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
行

っ

た
。
ま
ず
、
混
血
率
を
家
系
調
査
な
ど

に
よ

っ
て
実
際
に
え
ら
れ
た
値
に
近

い

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
仮
定
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

ア
イ

ヌ
の
枝

の
長
さ
は
延
長
す
る
が
、
依
然
と

し
て
北

の
集
団
群
に
含
ま
れ
た
。

こ

れ
を
拡
大
し
て
示
し
た
の
が
図
5
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

図423種 類 の遺伝 子のデ ータに基 づ き世界 の25の 集団の系統 関係 を示す(文 献26)。
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図5混 血率 を40%と 仮 定 した ときのア イヌの系統 的位 置の復元(文 献26)。

図6混 血率 を60%と 仮定 した ときの アイヌの系統 的位置の復元(文 献26)。
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う
高

い
混
血
率
を
仮
定
し
て
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
行

っ
て
み
る
と
、
意
外
な

結
果
が
え
ら
れ
た

(図
6
)。
す
な
わ
ち
、

ア
イ

ヌ
は
依
然
と
し
て
北

の
集
団

群

に
含
ま
れ
、
意
外
な
こ
と
に
そ

の
分
岐

の
根
に
近
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先

(
26

)

住
民
お
よ
び
パ
プ
ア
ン
が
分
岐
す
る
。

こ
の
よ
う
な

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
む
ろ
ん
、
証
拠
を
提
出
す
る
も

の
で

は
な

い
。
し
か
し
、
と
く
に
、

ヒ
ト
の
系
統
復
元
の
よ
う
に
直
接
的
証
拠

の
得

が
た
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
作
業
仮
説
を
た
て
る
上
で
は
、
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
結
果
は
、

ア
イ
ヌ
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
先
住
民
と
が
共

に
東
ア
ジ
ア
の
後
期

旧
石
器
時
代
人

の
集
団
に
由
来
し
、

遺
伝
子
組
成
に
共
通
の
部
分
を
も

つ
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
理
論
集
団
遺

伝
学
者

の
根
井
正
利

の
行

っ
た
研
究
で
も
、

ア
イ

ヌ
が
東
北
ア
ジ
ア
起
源
で
あ

(
33
)

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

の
松
本
秀
雄

は
、
血
清
ガ
ン
マ
.

グ

ロ
ブ
リ
ン
型

の
分
布
を
用

い
て
ア
イ
ヌ
お
よ
び
琉
球
人
を
含
む
日
本
列
島

の

(31

)

集
団
が
北
東

ア
ジ
ア
起
源

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単

一
の
遺
伝

標
識
に
よ

っ
て
集
団

の
起
源
を
推
定
す
る

こ
と
に
は
方
法
論
上
問
題
が
あ
る
こ

(
21

)

と

が

指

摘

さ

れ

て

い

る
。

原

モ

ン
ゴ

ロ
イ

ド

の
東

南

ア

ジ

ア
起

源

説

は
、

形

態

人

類

学

で

は
現

在

主

流

と

な

る
考

え

で
あ

る
。

こ

の
点

で
、

ク

リ

ス
テ

ィ

・
タ

ー

ナ

ー

の
考

、兄
は

と

く

に
有

力

で
あ

る
。

彼

に

よ
れ

ば

、

歯

の
形

態

複

合

に

よ

っ
て
南

の

「
ス

ン
ダ

ド

ン
ト

」

と

北

の

「
シ

ノ
ド

ン
ト

」

が

判

別

さ

れ

る
が

、

形

態

学

的

に

は
前

者

が

(
34
)

古
く
、
後
者
は
新
し
い
と
い
う
。
ま
た
彼

は
、
東
南

ア
ジ
ア
こ
そ
現
代
人
の
起

(
35

)

源

の
地
域
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

最
近
、
古
代
人
骨
の
D
N
A
を
直
接
研
究
す
る
こ
と
が
技
術
的

に
可
能
に
な

り
、
新
た
な
研
究
分
野
が
生
ま
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、
宝
来
聰
が
、
縄
紋
時
代

前
期

(約
六
〇
〇
〇
年
前
)
お
よ
び
近
世

(
一
七

・
一
八
世
紀
)
の
ア
イ
ヌ
の

人
骨
よ
り
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
を
抽
出
し
、
約

一
九
〇
個

の
塩
基

の
配
列

(
36

)
(
37

)

を
用
い
て
現
代
人
と
比
較
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
縄
紋
人
四
個
体
お
よ
び
近

世
ア
イ
ヌ
ニ
個
体
が
同

一
の
塩
基
配
列
を
示
し
、
し
か
も
そ
の
配
列
は
現
代
の

マ
レ
ー
シ
ア
人
お
よ
び
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
人

の
各

一
個
体
と

一
致

し
た

(図
7
)。

宝
来
は
こ
の
結
果

の
解
釈
に
は
慎
重
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
日
本
人

の
東
南
ア

(
16

)

ジ

ア
起
源
説
に
有
利
な
証
拠
と
し
て
、

一
人
歩
き
し
た
よ
う
で
あ
る
。

筆
者

は
数
年
前
ま
で
、
原
日
本
人
、
さ
ら
に
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド

の
東
南
ア
ジ

ア
起
源
説
に
対
し
て
有
効
な
批
判
材
料
を
も
た
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
ア
イ

ヌ
や
ネ
グ
リ
ト

(
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
原
住
民
)
の
調
査

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を

原

モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド
す
な
わ
ち
東

ア
ジ
ア
の
古
層
集
団

に
帰
属
さ
せ
た
も
の
の
、

(
38

)
(
39

)

北

か
南
か
と
い
う
由
来

に
つ
い
て
は
発
言
を
控
え

て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
、

こ
れ
ら

の
集
団
の
位
置
付
け
に
関
し
て
あ
ら
た
に
検
討
し
た
結
果
、
ア
イ
ヌ
は

東
北
ア
ジ
ア
の
、
ま
た
ネ
グ
リ
ト
は
東
南
ア
ジ
ア
の
基
層
集
団
に
由
来
す
る
可

能
性
が
高

い
こ
と
に
気
付

い
た

(図
4
)
。
ま
た
、
遺
伝
学
的

に
は
、
東
南

ア

ジ
ア
の
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
が
東
北

ア
ジ
ア
の
そ
れ
よ
り
も
古

い
系
統
で
あ

る
と

の
証
拠
は
な
く
、
両
者

は
あ
る
程
度
独
立

の
二
系
統
と
し
て
理
解
し
う
る
と
い

(
26

)

う
作
業
仮
説
を
提
唱
し
た
。
筆
者
は
、
上
述

の
タ
ー
ナ
ー
や
宝
来

の
研
究

に
つ
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○ 日本人

ロ ア ジア人

ム ア メ リカ原住民

▲ ヨー ロツパ 人

● アフ リカ人

J縄 文 人

A近 世 アイヌ

遺伝的 距離(D×1000)

図7縄 紋人 および近 世 アイヌの人骨試料 よ り抽 出 された ミトコン ドリアDNAと 現代人資料 との分

子系統樹。aお よびbは 、古代人骨 のDNAが 含 まれる クラスターの分岐点を示す(宝 来 らの研究 、

文献37)。 なお、 ここで 日本人 とは本土 日本人 、アジ ア人 とは 日本人以外の アジア人 を指 す。
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い
て

も

意

見

を

も

っ
て

お

り
、

こ
れ

ら

に

よ

っ
て
原

モ

ン
ゴ

ロ
イ
ド

の
東

南

ア

(
21

)

ジ
ア
起
源
説
が
証
明
さ
れ
た
と
は
考
え
て

い
な
い
。

(
15
)
(
16
)

埴
原
の
二
重
構
造
説
を
は
じ
め
、
従
来

の
日
本
人
起
源
論
で
は
、
原
日
本
人

が
南
方
の
原

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
由
来
す
る
と
い
う
考
え
を
暗
黙

の
前
提
と
し
て

い
た
よ
う
で
あ

る
。
古
く
、
長
谷
部
言
人

は
、
原
日
本
人
が
中
国
南
部
に
起
源

(
40
)

す
る
と

の
説
を
唱
え
、
ま
た
鈴
木
尚
は
、

沖
縄
本
島

で
発
見
さ
れ
た
約
二
万
年

前

の
化
石
人
骨

(港
川
人
)
が
、
中
国

の
後
期
旧
石
器
時
代

の
な
か
で
は
北
部

(北
京
近
郊
)
の
上
洞
人
で
は
な
く
、
南
部

(広
西
省
)
の
柳
江
人
の
化
石

に

(
41

)

形
態
上
類
似
す
る
と
述
べ
た
。
上
洞
人
は
、
約
二
万
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代

人
で
、
三
個
体
の
化
石
頭
骨
に
よ

っ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
形
態
的

に
著
し
い
個
人
差
を
示
し
、
も
し
別

の
地
点
で
発
見
さ
れ
て
い
た
ら
別

の

「人

(
42

)

種
」
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な

か
で

一
〇

一
号
と
呼
ば
れ
る
男
性
頭

骨
は
、
も

っ
と
も
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
的
で
は
な
い
と

い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
馬
場
悠
男
に
よ
れ
ば
、
上
洞
人
は
形
態
的
に
は
東
南

ア
ジ
ア
起
源

の
中
国
の
原

モ
ソ
ゴ
ロ
イ
ド
で
あ
る
が
、

コ
ー
カ
ソ
イ
ド
と
の
関

(
43

V

連
性
も
疑
わ
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
か

つ
て
ア
イ
ヌ
白
人
説
が
信
じ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
、
形
態

の
類
似
性
か
ら
集
団
の
系
統
を
推
定
す

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
近
、
こ
の
資
料

の
位
置
付

(
44

)

け
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
試

み
が
で
て
い
る
こ
と
は
喜
ぽ
し
い
。

従
来
、
東
北
ア
ジ

ア
で
は
後
期
旧
石
器
時
代
人

の
発
見
例
が
少
な
い
。
ま
た
、

縄
紋
時
代
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
中
国

の
新
石
器
時
代
か
ら
は
、
多
数

の
人
骨
が
発

掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
な
か
に
縄
紋
人
の
よ
う
に
彫
り
の
深

い
顔
面
は

(
19

)
(
41

)

見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
従

っ
て
、
上
洞
人
は
原
日
本
人

の
起
源
を
考
、兄
る
上
で

き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
述

の
よ
う
に
、
筆
者
の
行

っ
た
集
団
遺
伝
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、

ア
イ
ヌ
は
東
北

ア
ジ
ア
起
源
と
考
え
ら

れ
る
。
筆
者
は
、
仮
説
と
し
て
、
原
日
本
人
の
起
源
を
上
洞
人
を
含
む
東
北

ア

(21

)

ジ
ア
の
後
期
旧
石
器
時
代
人
の
集
団
に
求

め
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
こ

の
東
北
ア
ジ
ア
の
原

モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
的
集
団
は
、
お
そ
ら
く
先
住

ア
メ
リ
カ
人

(
26

)

の

一
部

の
起
源
と
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
東

ア
ジ
ア
の
全
域
か

ら
の
あ
ら
た
な
化
石
資
料

の
発
見
が
ま
た
れ
る
が
、
分
子
人
類
学

の
分
野
で
は
、

現
代
人
お
よ
び
古
代
人

の
D
N
A

(
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
お
よ
び
核
内
D
N
A
)

の
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
期
待
し
た
い
。

さ
ら

に
、
日
本
列
島
お
よ
び
東
北

ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
史
考
古
学

の
発
掘

の

(
15

)

成
果
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
い
。
埴
原
の
い
う
通
り
、
文
化

の
資
料
は
ヒ
ト
そ

の
も

の
の
直
接
的
証
拠

に
は
な
ら
な
い
。
言
語
も
含
め
、
文
化

の
現
象
を
安
易

に
ヒ
ト
の
起
源
や
移
動
に
結
び

つ
け
る
論
議
が
多
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
、
石
器
や
土
器
な
ど
の
先
史
考
古
学
の
資
料
は
特
別

の
意
味
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
集
団

の
年
代
と
地
理
的
な
拡
が
り

に
関
す
る
情
報
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
人
骨
資
料
が
少
な
い
北
東

ア
ジ
ア
で

は
、

ヒ
ト
の
起
源
や
移
動

に
関
す
る
作
業
仮
説
を
た
て
る
上
で
先
史
考
古
学

の

(21

)
(
45

)

資
料

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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、
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」
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、
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冊

日
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、
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、
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佐

川
正
敏

(
一
九

九

四
)
先

史

モ
ソ
ゴ

ロ
イ
ド

の
移
住

・
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散
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ア
ジ

ア

か
ら

シ
ベ
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ア
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、

「
先
史

モ

ン
ゴ

ロ
イ

ド
を
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